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記
念
号
発
刊
に
あ
た
っ
て

�

史
学
科
主
任　

割　

田　

聖　

史　

　

本
号
は
、
二
〇
二
五
年
三
月
を
も
っ
て
青
山
学
院
大
学
を
退
職
さ
れ
る
北
村
優
季
教
授
の
退
任
記
念
号
と
な
り
ま
す
。

　

北
村
先
生
は
、
一
九
五
六
年
、
三
重
県
に
お
生
ま
れ
に
な
り
、
一
九
七
五
年
に
東
京
大
学
文
科
三
類
入
学
、
卒
業
後
は
一
九
八
一

に
東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
国
史
学
専
攻
修
士
課
程
に
進
学
さ
れ
、
一
九
八
三
年
に
博
士
課
程
に
進
ま
れ
ま
し
た
。
一
九

八
五
年
、
博
士
課
程
を
退
学
し
、
同
年
四
月
に
山
形
大
学
人
文
学
部
に
専
任
講
師
と
し
て
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
一
九
八
九
年
に
は
同

大
学
助
教
授
、
二
〇
〇
二
年
二
月
に
は
教
授
へ
と
昇
任
さ
れ
ま
し
た
。
二
〇
〇
二
年
四
月
か
ら
青
山
学
院
大
学
に
教
授
と
し
て
着
任

さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
二
〇
一
二
年
か
ら
二
〇
一
四
年
ま
で
、
史
学
科
主
任･

専
攻
科
主
任
、
二
〇
一
六
年
か
ら
二
〇
一
八

年
、
二
〇
二
一
年
か
ら
二
〇
二
三
ま
で
、
大
学
協
議
会
委
員
の
要
職
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
間
は
、
大
学
が
大
き
く
変

化
し
て
い
く
時
期
で
し
た
が
、
史
学
科
を
代
表
し
て
自
己
点
検
評
価
委
員
も
長
く
務
め
ら
れ
、
大
学
評
価
に
関
し
て
大
変
お
骨
折
り

に
な
ら
れ
ま
し
た
。

　

北
村
先
生
は
、
青
山
学
院
大
学
に
移
ら
れ
て
か
ら
二
十
三
年
に
渡
り
、
日
本
古
代
史
に
関
心
を
持
つ
学
生
の
指
導
を
な
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
先
生
の
人
当
た
り
の
柔
ら
か
さ
と
同
時
に
、
学
問
的
・
精
神
的
な
芯
の
強
さ
で
、
多
く
の
学
生
に
古
代
史
研
究
の
神
髄
に

触
れ
さ
せ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

研
究
者
と
し
て
の
北
村
先
生
の
ご
専
門
は
日
本
古
代
史
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
中
で
も
特
に
平
城
京
、

平
安
京
の
都
市
史
研
究
を
専
門
と
さ
れ
て
い
ま
す
。『
平
安
京
―
そ
の
歴
史
と
構
造
―
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
年
）、『
平
安
京

の
災
害
史
―
都
市
の
危
機
と
再
生
―
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
）、『
平
城
京
成
立
史
論
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
三
年
）
の
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三
冊
の
ご
著
書
を
は
じ
め
と
し
て
、
古
代
都
市
史
に
関
し
て
多
数
の
ご
論
考
を
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、『
平
城
京
成
立
史
論
』

は
、
二
〇
一
五
年
度
の
青
山
学
院
学
術
賞
を
受
賞
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
『
平
安
京
の
災
害
史
』
に
関
し
て
は
、
私
が
二
〇
一
二
年
に
青
山
学
院
に
赴
任
し
た
際
に
最
初
に
ご
恵
贈
い
た
だ
い
た
書
籍
で
あ

り
、
非
常
に
印
象
深
い
一
冊
で
す
。
本
書
は
、
日
本
古
代
の
平
安
京
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
と
「
災
害
に
向
き
合
っ
た
日
本
人
」

を
扱
っ
た
も
の
で
す
が
、
古
代
の
災
害
に
対
す
る
人
々
の
姿
と
、
東
日
本
大
震
災
が
大
き
な
爪
痕
を
残
し
て
い
た
二
〇
一
二
年
当
時

の
状
況
と
が
、「
二
重
写
し
」
の
よ
う
に
目
の
前
に
突
き
付
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
感
覚
を
持
ち
ま
し
た
、
日
本
の
古
代
の
話
で
は
あ

る
は
ず
で
す
が
、
北
村
先
生
の
描
く
歴
史
の
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
強
く
感
銘
を
受
け
、
ベ
ネ
デ
ッ
ト
・
ク
ロ
ー
チ
ェ
や
Ｅ
・
Ｈ
・

カ
ー
の
「
す
べ
て
の
歴
史
は
現
代
史
で
あ
る
」
と
い
う
有
名
な
言
葉
の
実
践
例
が
こ
こ
に
あ
る
と
感
じ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

北
村
先
生
は
、
近
年
は
古
代
都
市
史
だ
け
で
な
く
、
三
重
県
鳥
羽
市
神か

み
し
ま島
の
研
究
に
従
事
さ
れ
て
お
り
、
数
本
の
論
考
と
そ
れ
ら

を
基
に
し
た
ご
著
書
『
神
島
の
歴
史
と
空
間
―
日
本
の
原
風
景
―
』（
名
著
出
版
、
二
〇
二
二
年
）
を
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
神
島
は
伊

勢
湾
に
浮
か
ぶ
孤
島
で
あ
り
、
従
来
の
北
村
先
生
の
研
究
対
象
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
ま
す
。
対
象
の
性
格
は
都
市
か
ら
漁
村
へ
、

対
象
時
期
も
古
代
か
ら
近
世
へ
と
、
北
村
先
生
が
そ
の
視
野
を
今
現
在
で
も
さ
ら
に
広
げ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

最
近
は
史
学
科
の
「
長
老
」
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
北
村
先
生
で
す
が
、
ご
退
職
の
後
は

退
職
者
の
中
で
は
「
最
若
手
」
と
な
ら
れ
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
お
元
気
で
活
躍
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
史
学
科
一
同
、
心
よ
り
の
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。




